
 「（仮）じゅんさい池みらいプラン」策定について  
 

 じゅんさい池を未来につなぐため、基本的な考え方や活用の方向性を共有することを目的に

策定する 

 

◆ 概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 構成案 

 第 1 章 プランの策定について（策定の目的、関連計画、策定のステップ等） 

 第 2 章 現状と課題について 

 第 3 章 基本的な考え方 

 第 4 章 取組みの方向性（課題ごとに検討した取組みの方向性） 

 第 5 章 実施主体の責務（役割）と実施体制 

 

◆ 策定のポイント 

〇 新たに「学びの場」という視点を加え、じゅんさい池の魅力だけでなく、課題についても学ぶ

ための材料とすることを明示 

〇 「自然環境の保全」と「公園としての憩いの空間づくり」の調整を図るという視点での取組み

方針の検討 

〇 持続可能な取組みとなるよう、限られた資源の有効活用という視点を踏まえ、実施主体の

責務（役割）と実施体制の検討 

   

◆ 位置づけ 

〇 「東区 区ビジョンまちづくり計画」を上位計画とする 

〇 「新潟市生物多様性地域計画」（にいがた命のつながりプラン）、「新潟市みどりの基本計画」 

等の関連計画と整合を図る 

資料２ 

＜取組みの方向性と実施体制＞ ＜現状・課題＞ ＜基本的な考え方＞ 

魅力⇒伸ばす 

    活かす 

課題⇒解決の 

     方策 

[環境整備] 

池の維持 

外来種対策 

 [利活用] 

環境学習 

地形・歴史 

[情報発信・機運醸成] 
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